
№
担当
内線

１ － ２ － ２

令和 3 年度 ～ 3 年度 9,940 千円

歳出科目：09.05.01.05.50
千円

9,940 千円

市費
7,012 千円

国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 68.3 80.4 ― ％
80.0 80.0 80.0 ％
87.0 96.4 ― ％
80.0 86.0 86.0 ％

その他
2,928 千円

9,940 千円

令和３年度 単位

実績値 80.1 ％
目標値 80.0 ％
実績値 93.1 ％
目標値 86.0 ％
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必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

令和３年度に策定した「半田市文化芸術推進計画」に基づき、「誰でも」「いつでも」「どこ
でも」気軽に文化芸術に親しめる機会を充実させていくと同時に、音楽を中心としたまちづく
りを進める。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献
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幅広い世代が音楽を楽しむきっかけを作ることができ、心豊かな市民生活と
活力ある地域社会の実現に向けて、少しづつではあるが前進した。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

音楽文化振興事業の認知度

音楽文化振興事業の満足度

Ｃ

事業の
評価・課題

B
前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症への対応を求められる状況下ではあったが、予定
した事業が実施できる方法を模索して事業を実施した。事業実施直前に緊急事態宣言が発令さ
れ、市民の安心・安全を優先した結果、大規模コンサート（ガラコンサート）はやむなく中止
としたが、ビギクラはんだ等の人気講座や教育的効果が高い小中学校、幼稚園・保育園・こど
も園でのアウトリーチ、ワークショップは実施することができた。なお、中止とした大規模コ
ンサートについては、予定していた演奏曲等を動画撮影し、多くの方が見られるよう、ホーム
ページで配信するなどの対応をし、音楽文化の普及促進をすることができた。
音楽文化振興事業の認知度や満足度の向上のため、普段コンサートや演奏会への参加をためら
う乳幼児を持つ親子が参加しやすい内容の「畳でコンサート」や「小さなコンサート」などの
事業を実施することで、目標を達成することができた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

音楽文化振興事業の満
足度

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 文化の振興と伝承

予
算
見
積
書
で
活
用市民に質の高い音楽文化の提供を通じて、心豊かな市民生活と活力ある地域

社会の実現を目指しているため。財源内訳
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係
性
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予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 9,900

事業概要等

事業概要：

令和２年８月26日付けで一般財団法人セントラル愛知交響楽団と
締結した「半田市音楽文化振興に関する協定」に基づく事業を始
め、音楽文化振興に関する事業を実施する。

事業目的：
新たな音楽文化や醸成を促し、ひとづくりやまちづくりに繋げていくと
ともに、心豊かな市民生活と活力ある地域社会の実現に寄与する。
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
基本事業として、公演会事業、小中学校でのアウトリーチ・ワークショップ事
業、幼稚園・保育園でのアウトリーチ、その他音楽講座を実施する。

問題点・
課題等：

長期的に継続しなければ効果が図りにくい事業ではあるが、事業
を継続するとともにその効果を把握するよう努める必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

新たな音楽文化の創造や醸成が促され、ひとづくりやまちづくりにつなが
り、心豊かな市民生活と活力ある地域社会が実現する。

目標値や目指すべき状態

音楽文化振興事業の認知
度

実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 31-2

PDCA 主要事業名 音楽文化振興事業 部課名
教育部

生涯学習課
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